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自己紹介

菅井 薫(SUGAI, Kaoru)

研究の専門
博物館研究（博物館教育）、生涯学習論、市民参加論

職歴・教育歴

• 複合施設型の総合博物館、歴史博物館において主に教

育普及事業を担当。

• 現在は、専門学校、大学、大学院において学芸員資格

課程科目、社会教育主事課程科目などを担当。

詳細はresearchmap

をご参照ください。
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ワークスペース利用の背景、経緯
―なぜ授業で採用したのか
―限られた時間で何を活用するか

実践から何が得られたのか：成果
―受講者にとって
―課題、要望

実践のねらい
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今日の流れ

実践内容、プロセス



ジャパンサーチ・ワークスペースの利用

2025年度の授業から利用開始

•博物館教育論

博物館教育活動の企画と実施

•博物館情報・メディア論

資料のドキュメンテーションとデータベース化、学習活用

＊博物館と知的財産について既習

オンラインでの
ワークシート／展示づくり

オンラインでの展覧会づくり

※過年度はアナログで実施

準備物の多さ、提出確認の手間…



なぜ授業で採用したのか

• アプリケーションソフト使用に関する受講生の習熟度に左右されにくい。

• フィードバックがしやすい。
全体にも共有できる。

• 授業の記録、保存の省力化

―過去の授業実践を授業で参照できる。

受講者にとってはモデリングとなり、教員にとっては改善のための資源とな
る。

ページ内にテキストパーツを追加して、教員がコメント
をフィードバックする。



【博物館教育論】
• 問いに関連した資料／作品を見つける。
• 資料／作品と連動した問いづくり。
【手段として活用…インポート機能】
• 教員が作成した見本ページ（JSON

ファイル）をインポートする。
• テンプレートをインポートする。

限られた時間で何を活用するか

【博物館情報・メディア論】
• ギャラリー作成
レイアウトパーツを含めた機能
を使いこなす。
…「見せ方」の工夫 省

略



作成例：

博物館情報・メディア論

タブパーツの使用

年表パーツの使用



実践のねらい：博物館教育論

•「目的（狙い・意図）」をもって作品／資料を選ぶ。

•教育活動をつくる（展示をつくる）側―見る側の両方の立場から、

資料／作品の解釈を交換する。

→資料／作品の理解を深めるための問いづくりやテーマ設定から、

新たな解釈を生むための仕掛け（教育的働きかけ、アプローチ）

を実践的に学ぶ。
問いに対する考えを深めることが、資料／
作品をよく見る／理解することにつながる
ようにする。



実践概要：博物館教育論

• 他の受講者に紹介したい資料／作品を複数選び、オリジナルの解説文を作成
し、ジャパンサーチの「ワークスペース」＞ギャラリー上にオンラインの
ワークシート／展覧会をつくる。

• ワークシート／展覧会全体（複数の資料／作品の鑑賞）を通じた問い（考え
たいこと）を1つを考え、設定する。 問い

資料
作品

問いを考えることにつながる資料／作品の選定
＋解説…【ワークシート作成者】

①問いを考えるため、資料／作品＋解説を
よく見る、知る、考える、質問する（問う）

②問いを考える

資料
作品

資料
作品

図 活動内容のイメージ

• ギャラリー完成後

同じグループの人からの質問に答

える。

最後にグループ全員で資料／作品

をもとに「問い」について考える。

ワークシート
展覧会



活動のプロセス：博物館教育論
【ガイダンス】
• ジャパンサー
チについて

• ワークスペー
ス機能につい
て

• 問い（テーマ）
を考える。

• 資料／作品を探
す。

拡散から収束へ

• 解説文を書
く。

• 必要な情報
を追加する。

• 資料／作品
に関する質
問に応答す
る。

• 必要な情報
を追加する。

【ふりかえり】

① ② ③ ④

• 問いに対す
る考えに応
答する。

対面での
グループワーク

＊授業時間90分前後×3,4コマでの計画、受講者数は30名以内

【環境】
• 学内Wi-Fi接続
• PC教室の利用もしくはノートPC持参／貸出利用



学び合いを可能にする：「見て学ぶ」

• 編集画面から教員や他の受講者が作成したギャラリー（共有編集）

• 連携機関が作成したギャラリー（参照）＊文章やテーマ、資料／作品の選定



作成例：博物館教育論

タイトル

タイトル



作品名 Beer Street 作者 ウィリアム・ホガース(William Hogarth)

出典：https://images.metmuseum.org/CRDImages/dp/original/DP825287.jpg Public Domain

「平等」と「公平」の違い

https://images.metmuseum.org/CRDImages/dp/original/DP825287.jpg


作成者が設定した問い

同じグループの人の考え

「問い」を考えるための
材料となる作品

作品を理解するための質問と回答



活動のプロセス：ふりかえり

実践をふりかえることで、自分の「意図」を自覚し、気づいた
ことを言語化する。

1. なぜ、その問いを設定したのか？

2. なぜ、その資料／作品を選んだのか？

3. 同じグループの人からの問いに対する考えを読み、何を考え
たか？

4. 自分の考えが変わったり、新たな着眼点を得たものはあった
か？

5. 答えるのが難しかった（あるいは鋭いと感じた）質問とその
理由



実践から何が得られたのか：成果

• 利用者、学習者を意識すること＝初見の人、関心が無い人を想定することの

大切さ。

他の受講者からのコメント（質問や意見）が「見える化」されたことで、気

づいた。 つくる側は…見る側にとって必要な情報を示せてい
るわけではない。基本的には、見る側が資料／作品
をどう解釈しているかはわからない。

• 問いを考えやすくする、問いとつなげるため、資料／作品を選び、絞り込

む難しさを学んだ。

―時代を狭めるのか、広げるのか

―資料／作品の種類：立体物なのか平面なのか

―海外の資料／作品を含むのか

前提



課題、要望

• 著作権の確認や権利表示に関する注意…ジャパンサーチ連携機関以外のコン

テンツを利用する場合は特に留意する必要がある。 課題

• 必要なデジタルデータあるいは参考資料をみつけるための、検索方法に関す

るレクチャーは不可欠である。 課題 “検索の難しさ”

• 展示資料だけではない収蔵資料の豊かさを周知するため、登録データや連携

機関の増加を希望する。 要望

• 共同編集機能とは異なるコメント、リアクション機能の実装化 要望
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